















































































































































































































































































『Violin―Making, as it was, and is . 1884』を参考に紐解いていく。この書は現代でも「ヴァイオリン
製作の旧約聖書」として多くの製作家のバイブルになっている。ちなみに「新約聖書」とされている
































































































アレクシス・ア・ピエモンテス（Alexis, a Piedmontese）の処方『Secrets of the Arts、芸術の
秘密』１５５０年より（注１７）
処方１．少量のベンゾーエの粉末（benzoin、benjamin、gum benzoic、安息香）を小型のガラス瓶に






























『The Universal Mirror of Arts and Sciences、芸術と科学の模範』より１５６４年、ボローニャで
出版





『Recueil abre’ ge’ des Secrets Merveilleux、すばらしいワニスの秘密の要約集』より、１６６３年
出版、彼は牧師であった。（Pater Anda）
































































Otto Möckel『Die Kunst des Geigenbaues』１９３０
処方１．テレピンワニス（Terpentiöllack）
粉末状コーパル（Kopal in Pulver） ７０g
ラベンダーオイル（Lavendelöl） １４０g
樟脳（Kampher） ５g
























Auguste Tolbecque著『L‘Art du Luthier（ルーティエの芸術）』








（Gesto enes Glas, um ein Zusammenkleben der Harze zu verhüten）


















































（アーサー・シャーチ卿 Sir Arthur Churchによる注２１）



















テレピン（Essence of turpentine） ２１０g
Essence of turpentineとは Spirit of turpentine、または turpentineことである。ヴェネツィア・テ
レピンはカラ松（Larch）から得られる。白濁したよう薄茶色のバルサムで、快い芳香を有す。暖め
ると粘稠度はゆるくなる。













スパイクオイル（Oil of spike） １／３oz.
それらを二重鍋（湯煎）で溶解し、成分が完全に溶け、混合したらフィルターで濾過し次のものを
加える。






















テレピン樹脂は銀もみ（Silver fir、Abies pectinata or taxifolia）から採取されるもので、きわめて透明で色の
ないもので、イタリアのチロル地方で入手される。ラーチ（カラ松、Larch）から採取されるヴェネツィア・
テレピンとは区別される。そして、それは精製され使用される。





































Gino Piva著『ACQUERELLO E TENPERA』１９６９より（初版は１９５８年）
処方１．テンペラのためのつや消しワニス（Vernice opaca per la Tempera）
テンペラのためのつや消しワニスはラベンダーオイル（essenza di spigot）やコパイバ・バルサム
（balszmo di copaive）、もみの木のオイル（olio di abete）である。
（L.RASA, La Tecnica della Pittura , Soc. Ed. Libraria, Milano）より
注：olio di abeteとは「olio d‘Abezzo、もみの木の樹脂」なのか。昔のテレピン樹脂とは銀もみ（Silver fir、Abies
pectinata or taxifolia）から採取されるもので、きわめて透明で色のないもので、イタリアのチロル地方で入
手され、未だ謎の樹脂の一つである。また、マツ科（トウヒ）を Abete Rossoと呼ぶ。
処方２．テンペラのためのつや消しワニス（Vernice opaca per la Tempera）
洗浄したサンダラック（sandracca lavata） ５６g
テレピン（trementina） ４６g
vetro pesto grossolano ５６g
アルコール（alcool assoluto） ２２４g


























ヴェネツィア・テレピン（Termentina di Veneta） ２．５kg
ブチル基（Tartrato dib utile） １kg
９５度のアルコール（Alcole a 95°） ７９．５kg
銀箔やニッケル箔に良い保護効果を示すワニスである。
注：ブチル基とはブチルアルコールか。




キリン血（Sangue di drago） ５paets
ヴェネツィア・テレピン（Termentina di Veneta） ８parts
９５度のアルコール（Alcole a 95°） ６７parts
処方５．透明な金色ワニス（Altra vernice d‘oro più chiaraè la seguente）
粒状シェラック（Gommalacca in grani） １０parts
マスチック（Mastice） ５parts
ガンボージ（Gomma gutta） ５parts
キリン血（Sangue di drago） ４parts
ヴェネツィア・テレピン（Termentina di Veneta） ４parts
ラベンダーオイル（Essenza di lavanda spica） ６parts
























































薄色カウリ樹脂 ０ ０ ３
薄色ボイル油 ２ １ ０
アメリカン・テレピン ３ ３ ４
リサージ片 ０ ０ １４
鉛丹 ０ ０ １４






































































































































りから３年間アメリカで講演ツアーを行っている。この『Violin―Making, as it was, andis．１８８４』が最も著
名である。
注１０：オットー・メッケル（Otto Möckel、１８６９～１９３７）ドイツのヴァイオリン製作家。ベルリンで最も著名なヴ
ァイオリン製作家で１９３０年『Die Kunst des Geigenbaues』を著す。
注１１：チャールズ・リード（Charls Reade，１８１４～１８８４）イギリスの評論家、劇作家、小説家、オックスフォー
ド大学で学び学位を得る。ヴァイオリンの愛好家でクレモナ・ヴァイオリンのエッセイ『失われた芸術 A































注１９：プラムの木の樹脂（Plum tree gum） 独名：Kirschegummi、桜桃ゴム、西洋スモモ、ケラシン。
注２０：T．ポーター（T.Porter, “How to choose a Violin, with Direction for Keeping the Instrument in Order,” etc．
（London, n.d.〔1879〕: Pitman）．
注２１：Sir Charles Lock Eastlake（１７９３～１８６５）イギリスの画家であり、美術研究家、ロンドンのロイヤルアカデ
ミーで学ぶ。
注２２：ストラスブルグ・テレピンをイタリア人は「olio d‘Abezzo、アベッオのオイル」と呼び、それは銀もみの
木から得られ、約８０％の樹脂酸と２０％のテレピンに溶けている樹脂とを持つ。そして、それは古い画家に
よってワニスとして少量のテレピンオイルで希釈したものや、またそれらの希釈しないオイルワニス成分
も使用された。ストラスブルグのテレピン（Strasbourg turpentine）は「いとも高き神に栄光あれ」とも言
われ、詳細は定かではない。
ワニス
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